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〔神経難病治療薬 ドプス(L-DOPS)〕
Shy-Drager症候群患者の症状および血行動態に及ぼすL-DOPSの効果
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診断された３例を対象とした。年齢Ｐ性別・羅

病期間・主症状等はＴａｂｌｅｌに示した。投与方

法は，Ｌ－ＤＯＰＳ２０％細粒０．５９（Ｌ－ＤＯＰＳ１００

ｍｇ）を初回投与量とし症状に応じて漸増法に

より維持量３．０９（Ｌ－ＤＯＰＳ６００ｍｇ・分３食後

内服）まで増量した。投与前およびＬ－ＤＯＰＳ投

与開始２週間後に，以下の項目について検討し

た。

１）自覚症状

ＳＤＳに特徴的な症状として起立性低血圧に

よると思われる立ちくらみ，失神発作およびそ

の他の自律神経障害による排尿障害・発汗障害

などを，その程度により①高度，②中等度，③

軽度，④症状なしの４段階で判定した。

２）ＡＤＬ

歩行や日常生活の動作障害についても，上記

と同様に４段階で判定した。

３）血行動態に関する測定

ｉ）立位負荷

立位負荷はティルティソグ台を用いて，安静

臥位，立位後１分ごと（最高１５分まで）の各

時点で血圧，心拍数，およびSwan-Ganzther‐

modilutioncatheterによる心拍出量を測定し
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Shy-Drager症候群（SDS）は起立性低血圧

を中心に自律神経症状を主訴とする進行性の疾

患であり，これまでさまざまな薬物治療がなさ

れてきたが有効な治療方法は見いだされていな

い◎鈴木ら''2)は，ノルエピネフリソ（ＮＡ）欠

乏を起こす家族性アミロイドポリニューロパチー

(ＦＡＰ）の起立性低血圧に対し，ＮＡの前駆

物質３．４)のラセミ体であるDL-thero-DOPS(D,L‐

threo-3,4-dihydroxyphenylserine）が有効で

あったことを報告している。また，最近，祖父

江ら5)は，全国的なmulti-center-trialにより，

ＳＤＳおよび関連疾患で，起立性低血圧を主訴

とする４７症例にL-thero-DOPS（L-DOPS）を

投与し有効であることを報告している。

今回われわれは，３例のＳＤＳ患者にL-DOPS

を投与し自律神経症状に対する効果に加え血

行動態に及ぼす影響についても検討したので報

告する。

Ｉ対象および方法

当大学第一内科に入院し，臨床的にＳＤＳと
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